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柏崎市移住 定住推進パートナーチームが目指す・

柏崎の未来像
住む人来る人の満足度が高く、
最高に熱いまちへ

高橋　市長、ずいぶん前から著し
い人口減少が地方全体の問題に
なっていますよね。
市長　柏崎はずっと 8 万人のまち
と言ってきましたが、残念ながら
昨年、令和 4（2022）年の 3 月
3 日に 7 万 9 千人台のまちになっ
てしまいました。しかし、人口が
減ったことをいたずらに嘆くだけ
ではなく、少なくなった人口の中
でより皆さんが豊かに安心して過
ごせるように、柏崎はいいまちだ
と思ってもらえるようにしたいと
思っています。
高橋　柏崎市移住・定住推進パー
トナーチームの皆さんに、お話を
伺います。まずはリーダーの間島
博英さん。出身はどちらですか？
間島　大阪出身です。 
高橋　柏崎に移住されてどれくら
いですか？ 
間島　7 年目です。 
高橋　パートナーチームはどのよ
うな活動をされてきましたか？
間島　毎月 8 人でワークショッ
プ形式のミーティングを行ってい
ます。「住む人来る人の満足度が

　著しい人口減少が地方全体の問題となる中、市
は民間と連携して移住定住に取り組んでいます。
令和 4（2022）年 5 月には、官民の橋渡しや効果
的な施策提案を行う「柏崎市移住・定住推進パー
トナーチーム」を設置しました。
　元日に放送された FM ピッカラの特別番組では

「柏崎の未来像」をパートナーチームの皆さんと市
長が語り合いました。その一部を紹介します。

出演者紹介

高く、最高に熱いまちへ」という
ビジョンを定め、柏崎の現状との
ギャップを「問題」と定義しまし
た。「問題」を生み出している原
因を分析して、原因の中で当チー
ムが対象とする「課題」を設定し、

「課題」を解決するための施策を
検討してきました。
高橋　9 月 30 日に市長に提案書
を提出されました。特に重要だと
思う施策案を教えてください。

間島　22 個の施策案を提出しま
した。中でも特に重要なものをご
紹介します。
まずは「仕事をメインとした移住
マッチングサイトの制作・運用」
です。改めて柏崎にある個性的で
魅力ある仕事を掘り起こし、掲載
しようと考えています。また移住
者を受け入れてくれる企業を募集
します。「仕事がないと移住には
結びつかない」という意見が多
かったので提案しました。
次は「移住コンシェルジュ」です。
仕事や住まいなどを個別にアプ
ローチし、移住決断の最終段階
をお手伝いする機能です。「個
別のニーズにいかに対応できる
か」が重要だと考えています。
高橋　市長、パートナーチー
ムのこれまでの活動、施策
案はいかがですか？
市長　パートナーチームな
らば実現できるだろうと思
うような非常に意欲的な
提案でした。若い方々の
感覚を私たちも大事にし
たいと思っています。

子どもたちの 5 年後、10 年後
のために

高橋　続いて、霜田真紀子さんに
お話を伺います。霜田さんは、ご
出身は柏崎ですか？　市外に出ら
れたこともあるのですか？
霜田　東京に一度出て、28 歳で
U ターンしました。
高橋　現在はシモダ産業でお仕事
されていて、人気のバナナでも有
名ですよね。企業を経営する立場
から感じる柏崎の人口減少につい
て、危惧することはありますか？
霜田　従業員の皆さんがいてこそ
企業が成長していくので、市の人
口が減少することで当社の成長の
スピードも落ちてしまう、と感じ
ています。当社は今、地域の宝で
ある子どもたちを育むため、総合
学習のお手伝いをしています。こ
れは単なるボランティアではな
く、私たちの企業にとってもプラ
スになることだと思っています。
高橋　子どもたちの反応はいかが
ですか？
霜田　反応はいいです。自分たち
の地域の企業がこんなことをやっ
ているのだ、という気付きがある
ようです。それが子どもたちの 5
年後、10 年後に少しでもつなが
ればいいなと思っています。

▶とき…1 月 7 日㈯正午～ 13：00
▶放送局…FM ピッカラ（76.３MHz）
※インターネットでも
聞くことができます。

再放送を聞く

市 HPJCBA サイマルラジオ▶

全文を読む

　「一人でも多くの方が柏崎に定住することで
人口減少の流れを緩やかにする」ことの実現
に向け、民間と行政が連携して移住定住に取
り組むために設置しました。人口減少の危機
感を民間と行政が共有し、市民や産業界など
からアイデアを取り入れながら、一体となっ
て移住・定住施策に取り組みます。 
　メンバーは 20 ～ 40 代の男女 4 人ずつで、
仕事の業種もさまざまです。実際に移住した
メンバーもいます。令和 4（2022）年 9 月
30 日に施策の提案書を市長に提出しました。
現在もミーティングを重ね、施策の実現のた
めに活動をしています。

移住・定住推進パートナーチームって

▲ワークショップ形式のミーティング

間島　博英さん
間島行政書士事務所

高橋　裕美さん
ＦＭピッカラ

櫻井　雅浩
柏崎市長

矢島　衛さん
NPO 法人 SPIN A TALE

霜田　真紀子さん
シモダ産業株式会社

スピン ア テイル

▲パートナーチームの 8人のメンバー

まもる

霜田 真紀子さん
シモダ産業㈱

加藤 賛汰さん
㈱ AKK プラス 

杤堀 佳倫さん
㈱越後みそ西

間島 博英さん
間島行政書士事務所

坂野 安希さん
( 福 ) 柏崎市社会福祉協議会

持田 佳津子さん
㈲イッケン 中村 勇騎さん

㈲ヨシダヤペット
矢島 衛さん

NPO 法人 SPIN A TALE
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とにかく柏崎はいろいろな人
がいる、というのが魅力

高橋　矢島衛さんにお話を伺いま
す。SPIN A TALE は、どんな活
動をされていますか？
矢島　小清水という集落を 100
年後まで残したいという思いのも
と、カフェをやったり、農業をやっ
たり、焼き菓子の製造販売などを
行っています。
高橋　出身はどちらですか？
矢島　東京の中野区で生まれて、
大学卒業後に I ターンしました。
高橋　柏崎にはゆかりがあったの
ですか？
矢島　母親が小清水の出身です。
夏のお祭りに合わせて柏崎に来
て、海水浴で遊ぶというのが小さ
い頃の家族の恒例行事でした。
高橋　パートナーチームで活動さ
れて、新しく発見できたアイデア
はありますか？
矢島　柏崎の魅力を考えた中で

「人なのかな」と感じました。かっ
こいい人・魅力的な人がたくさん
いると思います。そういう人たち
に近づきたい、背中を追いかけた
い、そういった憧れが芽生えたこ
とが柏崎の魅力だと感じました。
一本筋が通っているとか、一筋縄
ではいかないというと語弊がある
かもしれませんが、その人独特の
雰囲気があったり、すごく優しい
人だったり、包容力があって許容
してくれる人だったり、とにかく
柏崎はいろいろな人がいる、とい

うのが魅力だと思います。
高橋　間島さんと矢島さんは
どのような所に魅力を感じ
て移住されたのですか？
間島　移住前に柏崎に来た
ときは、思っていたより都
会で「少し車を走らせると

ほとんどのものがそろうな」と思
いました。また、歩いて海や山に
行けることがすごく魅力的だと思
いました。「柏崎には何もない」
と言う方もいますが、私は本当に
住みやすいと感じています。まち
なか、海の近く、山の近く、地域
ごとのライフスタイルがあり、移
住希望者のさまざまなニーズに対
応できるまちだと思います。

矢島　田んぼ作業の合間に休憩す
ると、風が吹いて心地いい景色が
見え、気持ちいいなと思う瞬間が
あります。小清水集落は 1,200 年
の歴史があると言われています。
1,200 年前の人もこういう風に気
持ちいいなと思ったのかな、同じ
ような景色を見て、まだ誰も住ん
でいないこの土地に何か感じるも
のがあって、開墾したのかなと思
います。同じ感覚を味わえるのは
すてきなことだと思っています。

移住者を歓迎するムードを
作ってほしい

高橋　パートナーチームとして今
年の抱負を聞かせてください。
間島　まずは提案した施策を実行
に移していきたいです。企業の皆
さまには移住マッチングサイトへ
の掲載などにご協力いただきたい

ですし、市民の皆さまにも人口減
少を自分事と考えていただき、ぜ
ひ移住者を歓迎するムードを作っ
てもらいたいと強く思います。
霜田　パートナーチームとして持
続可能な活動の基盤づくりをする
年になると思います。私も柏崎は
本当にちょうどいい、心地よいま
ちだと思っています。無理やりナ
ンバーワンやオンリーワンを作ら
なくても、柏崎はありのままでい
いのかな、というのが個人的な思
いです。

矢島　パートナーチームで会議を
する中で、魅力があるのに伝わっ
ていないよね、という意見がよく
出ました。まずは自分がやってい
る活動の中で、パートナーチーム
として発信できることを少しずつ
やっていきたいと思っています。
高橋　市長は特にどのようなこと
を期待されていますか？
市長　伝統的なもの、古いものも
大切にしなければいけない。しか
し、そこに留まっては柏崎らしさ
はない。若い方々の挑戦を私たち
は応援します。そして多くの方々
に、柏崎の魅力にもう一度気付い
ていただいて、柏崎で住むこと、
生活すること、仕事をすることを
選択していただければありがたい
なと思います。

▲施策の提案書を提出した報告会
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